


































































































































































































































名の計 400名に対して、2007年 3月～ 4月にかけて留置調査で行った。回収率は、全体

















































親、小学 1年生の子を持つ親、小学 2年生の子を持つ親の 3種類を調査した。なお、そ
れぞれの人数は以下のとおりである。幼稚園・保育園の課外活動に子どもが通う親が 163
















的職業が 12.5％、事務的職業が 11.1％、営業的・販売的・サービス的職業が 24.7％、保




































園の課外  47.5 （77）  38.3 （62）  10.5 （17）  3.1 （5）  0.6 （1）  100.0 （162）
Jのスクール  49.3 （69）  46.4 （65）  1.4 （2）  2.9 （4）  0.0 （0）  100.0 （140）














園の課外  35.2 （57）  44.4 （72）  13.6 （22）  4.9 （8）  1.9 （3）  100.0 （162）
Jのスクール  56.4 （79）  37.1 （52）  5.0 （7）  1.4 （2）  0.0 （0）  100.0 （140）






























園の課外  21.6 （35）  44.4 （72）  24.1 （39）  9.3 （15）  0.6 （1）  100.0 （162）
Jのスクール  37.1 （52）  44.3 （62）  10.7 （15）  7.1 （10）  0.7 （1）  100.0 （140）













園の課外  19.1 （31）  37.0 （60）  38.3 （62）  4.3 （7）  1.2 （2）  100.0 （162）
Jのスクール  36.2 （51）  44.0 （62）  17.0 （24）  2.8 （4）  0.0 （0）  100.0 （141）






園の課外  0.0 （0）  11.7 （19）  23.9 （39）  46.6 （76）  17.8 （29）  100.0 （163）
Jのスクール  2.1 （3）  7.1 （10）  18.4 （26）  54.6 （77）  17.7 （25）  100.0 （141）






























園の課外  25.3 （41）  46.3 （75）  21.6 （35）  6.8 （11）  1.2 （2）  100.0 （162）
Jのスクール  22.1 （31）  52.9 （74）  13.6 （19）  10.7 （15）  0.7 （1）  100.0 （140）













園の課外  41.4 （67）  37.0 （60）  17.9 （29）  3.7 （6）  0.0 （0）  100.0 （162）
Jのスクール  23.4 （33）  49.6 （70）  18.4 （26）  8.5 （12）  0.0 （0）  100.0 （141）






園の課外  0.6 （1）  8.6 （14）  9.8 （16）  49.1 （80）  31.9 （52）  100.0 （163）
Jのスクール  0.7 （1）  26.1 （37）  18.3 （26）  41.5 （59）  13.4 （19）  100.0 （142）















園の課外  20.7 （31）  11.3 （17）  9.3 （14）  36.7 （55）  22.0 （33）  100.0 （150）
Jのスクール  57.6 （80）  7.9 （11）  8.6 （12）  25.9 （36）  0.0 （0）  100.0 （139）


























園の課外  9.8  39.9  25.8  17.8  6.7  100.0
Jのスクール  43.3  46.1  3.5  7.1  0.0  100.0














園の課外  61.3  30.1  6.1  1.2  1.2  100.0
Jのスクール  47.5  33.3  12.1  2.8  4.3  100.0












園の課外  39.9  43.6  14.1  1.2  1.2  100.0
Jのスクール  29.8  36.9  17.0  13.5  2.8  100.0












園の課外  17.8  25.8  37.4  12.9  6.1  100.0
Jのスクール  9.9  17.0  37.6  24.8  10.6  100.0












園の課外  8.0  25.9  43.2  13.6  9.3  100.0
Jのスクール  15.6  29.8  27.7  19.9  7.1  100.0












園の課外  1.2  3.1  18.5  20.4  56.8  100.0
Jのスクール  7.8  14.9  17.0  14.2  46.1  100.0












園の課外  1.2  4.3  20.9  30.1  43.6  100.0
Jのスクール  7.8  12.1  31.9  27.7  20.6  100.0




















































園の課外  30.2  48.1  16.7  3.1  1.9  100.0
Jのスクール  13.6  50.0  30.7  3.6  2.1  100.0
計  22.5  49.0  23.2  3.3  2.0  100.0











園の課外  6.2  47.5  40.7  2.5  3.1  100.0
Jのスクール  7.1  36.4  42.9  10.7  2.9  100.0












園の課外  42.0  50.0  6.8  0.0  1.2  100.0
Jのスクール  27.7  51.1  16.3  3.5  1.4  100.0












園の課外  9.3  21.6  42.6  15.4  11.1  100.0
Jのスクール  3.6  10.0  39.3  22.9  24.3  100.0












園の課外  3.1  19.9  62.1  10.6  4.3  100.0
Jのスクール  7.9  32.1  46.4  10.0  3.6  100.0















園の課外  43.2  39.5  13.6  1.9  1.9  100.0
Jのスクール  59.3  32.1  5.7  2.9  0.0  100.0












園の課外  21.0  42.0  29.6  3.7  3.7  100.0
Jのスクール  18.6  25.7  40.7  10.7  4.3  100.0
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4　まとめ
　以上、幼稚園の課外活動と Jサッカースクールとを比較しながら、保護者の満足感や期
待感、効用感などについて概観してきた。総じて言えることは、同じような年齢の子ども
対象とした、同じ種目を実施する活動であっても、いかなる組織によってどのように運営
されているのかによって、保護者からの満足度や期待感、効用感には大きな差があるとい
うことである。第 1章でも触れたように、子ども向けの地域スポーツ活動の場合、保護
者の意味づけが子どもの参加や脱退、活動へのかかわり方に大きな影響を及ぼしている。
それは、ひいては子どもの発達や社会化にも影響を及ぼすということである。その意味
で、今後、それぞれの活動が足りない部分を補っていくということが重要になるだろう。
付記：この論文は、平成 19年度に採択された、岡野研究奨励補助金により作成されたも
のである。
